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～ 気象警報が大きく変わりました ～

今月のかわら版は、５月２９日に大きく変わった“防災気象警報”について記事に
します。いざというときに知識としてお役立てください。

～ 色、または数字で認識できます ～
新しい防災気象情報では、河川氾濫・大雨・土砂災害・高潮の４種類について、
５段階の警戒レベルに整理され、レベルの数字が付加されます。

これまでの“大雨警報”は「レベル3大雨警報」
“大雨特別警報”は「レベル5大雨特別警報」と発表されるようになります。

また、警報と特別警報の間には、情報があるものとないものがありましたが、
この間に警戒レベル４として、新しく「危険警報」が新設されます。

レベル４は「避難指示」発令の目安となる警戒レベルで危険な場所から全員避難する
目安となります。
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私たちは、土地や建物の仲介のみではなく、
声かけ頂ければ、何でもお役に立てます！

マルヒロ不動産（株）

～土地・建物のよろず屋～

名古屋市中村区横前町１０９番地https://maruhiro2103.co.jp

大雨や台風時期の前に
備えておくことが重要です！

「お住まいの

修繕チェックしません
か？」

＜各レベルの色を覚えておくと認識しやすくなります＞

赤色は「警戒レベル３」

避難に時間がかかる高齢者や小さなお子さん、体の不自由な方が避難を始める目安
です。

紫色は「警戒レベル４」

この警戒レベル4までに、危険な場所から全員避難を完了させることが大切です。
これまでの「土砂災害警戒情報」は、これからは「レベル4土砂災害危険警報」と
して発表されます。

黒色は「警戒レベル５」

この段階では、すでに災害が発生しているか、災害が切迫した危険な状況です。
レベル５を待たずに避難するようにしましょう。

なお、これまで使われてきた「洪水」のカテゴリーは廃止となり、川の情報は
「氾濫」と「大雨」に整理されます。

今回の変更は、河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮の４つのみを対象としたものです。
屋外に避難をするより、室内にとどまる方が、身の安全を確保できるケースが多い
ことから、暴風・波浪・大雪・暴風雪などの特別警報・警報・注意報については、
今までと変更ありません。
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